
様式４

まちづくり交付金　フォローアップ報告書

金沢中央地区（Ⅱ期）

平成２７年３月

石川県金沢市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし ●

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標３

その他の
数値指標２

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

指標３ JR金沢駅の利用者数 人／年
3,727,370
（1月～
12月）

指　標 従前値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

その他の
数値指標１

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

3,563,624
（4月～
翌3月）

新幹線開業前の出控えによる観光
客数の減少が懸念されたが、事業を
重層的に行ったことでまちの魅力向
上に繋がり、利用者数が増加した。

H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

新たな商業拠点の定着やイベントの
連携効果により回遊性が高まり、歩
行者の増加に繋がった。

3,741,403
（4月～
翌3月）

H２６年６月

休日58,598 休日69,451 H２６年２月

△

評価値時（Ｈ23）
は、高速道路の休
日割引制度の影響
を受け、JR金沢駅
の利用者数が減少
した。

指標５

指標２
主要商業地の歩行者
通行量

人／日 休日 59,999

指標４
金沢ふらっとバスの利
用者

人／年 685,439

総合所見

事業を重層的に行ったことでまちの
魅力向上に繋がり、人口減少の下
げ止まりに貢献した。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

長町ルート新設などのサービス向上
により、バス利用者は増加しており、
効果は発現している。

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

○

755,869 H２６年４月 ○

歩行者通行量につ
いては、天候に左
右される面がある。
（評価値時は雨天、
確定値時は晴天）

事後評価

見込み・確定の別

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

○

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

142

計測時期

H２６年４月

1年以内の
達成見込み

△

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１
重点整備地区人口の
社会動態（増減差）

人／年 平均△５

1年以内の
達成見込み

○700,000

0 ○

目標値

144

見込み・確定
の別

762,738

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

休日60,000

3,728,000
（4月～
翌3月）



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

観光施設などの公共施設の来館者数の持続

実施した具体的な内容

－

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

美しく安全なまちづくり

定住人口の増加

連続性のある整備

便利で移動しやすいまちづくり

今後の課題　その他特記事項

３期計画にある金沢くらしの博物館のリニューアルを進めるととも
に、観光施設間の連携した取り組みを強化することで、更なる来館
者数の増加を図る。

実施した結果

来館者数の対前年度推移において、平成２４年度
は4.2％増、２５年度は3.6％増と順調な伸びを見せ
ている。

　３期計画にある各事業の着実な実施

金沢２１世紀美術館をはじめ各施設において、企画展、イベント
を開催した。また、公共レンタサイクル「まちのり」事業を拡大し、
施設間の回遊性を高めた。

具体的内容 実施時期

　な　し

実施にあたっての課題　その他特記事項

　　　左記の課題等に対応するための事業を盛り込んだ３期計画
　　を実施したところである。

追加が考えられる今後のまちづくり方策


